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   開     議 

 

 

○渋谷佐輔議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 なお、渋谷正通消防主幹から、本日の会議を

欠席させてほしい旨の届け出がありましたので、

ご報告いたします。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

４号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 金子豊美議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 順位11番、議席番号３番、金子

豊美議員。 

  （３番金子豊美議員登壇） 

○３番 金子豊美議員 おはようございます。 

 きょう、３月７日は友引、消防記念日です。

初当選してから、３月議会一般質問は３回とも

３月７日となりました。偶然だと思いますが、

皆さんどうお考えでしょうか。 

 さて、ことしの冬の寒さと大雪は、地球温暖

化による異常気象の影響そのものだと毎日深く

感じた日々でした。自宅の除雪機械も３回、首

を横に振らなくなり、縦にうんうんとうなずく

だけになり、三たび修理をしていただきました。

皆様方も大変ご苦労されたことと思います。 

 オイミャコン、この言葉がテレビやラジオか

ら聞こえる日が多くありました。ロシア・サハ

共和国の北東のオイミャコン地区のインディギ

ルカ川の約２キロ西、北極圏のわずかに南に位

置する村は厳冬の村、世界で最も寒い定住地と

され、１年の半分以上が冬である。人口462人、

標高740メートル、2018年、ことしの１月17日

に氷点下65度を記録、氷点下60度を超えている

日が連続したことで有名になった。夏と冬、昼

夜の気温差が大きい地でもあり、2010年７月28

日には最高気温が34.6度になったと。オイミャ

コンの名前は不凍の水という意味があり、これ

は、この地が永久凍土であるにもかかわらず、

天然の温泉が近くに湧いているからとのことで

ある。凍結してしまうため、オイミャコンには

水道がなく、かつては住民が牛や馬にタンクを

引かせて、近くの川まで水をくみに行っていた。

現在は、車が各家庭に回って給水を行っている。 

 このような苛酷な生活をしている村に、世界

各国から観光客が訪れている。氷を割っての魚

釣り、魚とり、私たちの体にはよくないことで

すが、裸になって川での水遊び、サウナに入っ

た後の雪まみれ体験、肉や野菜を備蓄して地産

地消の食事など、村人のおもてなしの心と厳寒

の村の特徴を生かして観光客を呼び寄せている

オイミャコン。長井でも長井ならではの観光資

源を生かして、いつか世界中から多くの観光客

が訪れ、市内がにぎわう姿に期待を抱きながら

一般質問をさせていただきます。 

 元気な人づくり戦略について。平成30年度施

政方針の中で、「まちづくりの重点戦略につい

て、長井市第五次総合計画の前期基本計画にお

いて、行政運営の資源である予算や人材の選択

と集中によって、課題の解決に向けて重点的に、
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そして優先的に取り組む事業が重点戦略です。

元気な人づくり戦略、にぎわいと働く場づくり

戦略、活発な地域づくり戦略の３つを掲げて取

り組んできました。また、重点戦略の原動力は

人材であり、そのために人材の育成と活用が不

可欠です。子供世代、若者世代、子育て世代、

大人世代など、全ての世代において、市民一人

一人の夢や希望の実現に向け、挑戦していく人

づくりが人材の育成で、それぞれの個性や能力

を生かしながら活用できる仕組みづくりが人材

の活用であり、ともに重要な施策だと考えてお

ります。」と述べています。 

 元気な人づくり戦略については、「しあわせ

に暮らせるまちをつくるためには、ひとが元気

に生き生きと輝いて生活できることが最も重要

であります。子育てしやすい環境、高齢者が安

心して暮らせるまち、市民誰もが健康で元気に

暮らせるまちを目指します。また、文化やスポ

ーツ活動を通じ、健全な心身の形成、人と人と

の結びつきを深める環境を整えます。」と述べ

ています。 

 子どもが健やかに育つ環境づくりについて。

子どもが健やかに育つ環境づくりの中では、

「今年度開所した子育て世代包括支援センター

「すまいるるーむ」は、子育てワンストップ相

談窓口としてコーディネーターが常駐し、臨床

心理士や言語聴覚士などの専門家の配置により、

さまざまな相談に対応できる体制が整いました。

医療・福祉・教育機関の緊密な連携体制のもと、

さらに充実した機能を目指します。」と述べて

います。 

 「すまいるるーむ」の利用件数は、昨年４月

からことしの１月まで341件となっています。

妊娠期から子育て期まで、悩みを抱える方々の

切れ目のない相談支援事業として、必要かつ期

待される事業だと感じています。 

 一方、小・中学校では、学校教育支援員の果

たす役割が大きくなっているとのことです。昨

年10月30日に行われた文教常任委員会分野別意

見交換会の場でも、学校の現状と教育支援の役

割について説明をいただきました。また、先日

の文教常任委員会協議会の場でも、担当課より

現状について説明を受けたところです。現状は、

特別支援学級はもちろん、通常学級における個

別の支援を必要とする児童がふえている。平成

29年度、山形大学、三浦教授によるスクリーニ

ングでは、発達障害等の診断がある児童生徒、

発達障害の疑いがある児童は、小学校の児童

1,287名のうち346名、26.9％、中学校生徒732

名のうち174名、19.3％にもなっているとのこ

とでした。また、学校教育支援員を増員するこ

とにより、効果として、困り感のある児童生徒

への個別の支援を、より充実できるとの現状を

お聞きしたところです。 

 まず、最初の質問ですが、学校の先生方の忙

しさは申すまでもありません。前段で申し上げ

ましたが、学校教育支援員の果たす役割は非常

に大きくなっています。先生方の仕事の軽減に

もつながる大切な立場だと感じている人は、多

くいると思います。教育支援員の人数について

は、その年の児童生徒の人数により変動がある

と思いますし、財政的にも検討しなければなら

ないことと思います。しかしながら、現状を見

ると、先生方や職員の苦労がひしひしと感じる

のは私たちだけでしょうか。できるだけ現場の

意向に沿った配置を検討すべきと思いますし、

それが子育てしやすい環境、人が元気に生き生

きと輝いて生活できることにつながるのではな

いかと思います。市長の考えをお伺いします。 

 次に、２つ目の質問ですが、昨年12月定例会

時に鈴木富美子議員が一般質問の中で、「現在、

長井市でも家庭の教育力の低下や学力の低下が

懸念されていますが、その課題を解決するため

に、この未就学児の領域は部門を横断してワン

ストップで取り決めができるようにするなど、

教育委員会と厚生部門の体制を整えるべきでは
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ないでしょうか。」と述べています。市長の答

弁では、一部抜粋でありますが、「現在はワン

ストップ対応までには至っておりませんが、必

要に応じて横断的な連絡会議等を開催し、連携

を図っているところでございます。」とのこと

でした。 

 今回、子供が健やかに育つ環境づくりの中で、

「「すまいるるーむ」は子育てワンストップ相

談窓口としてコーディネーターが常駐し、臨床

心理士や言語聴覚士などの専門家の配置により、

さまざまな相談に対応できる体制が整いました。

医療、福祉、教育機関の緊密な連携体制のもと、

さらに充実した機能を目指します。」と述べて

います。 

 今回、体制が整い、緊密な連携体制のもと、

さらに充実した機能とはどのようなことを目指

すのか、厚生参事にお伺いします。 

 次に、心と体の健康づくりについて。心と体

の健康づくりの中では、「本市の糖尿病患者の

割合は、県内13市の中でも高く、経年的に見て

も血糖異常者の割合が増加傾向にあります。引

き続き重点地区を設定し、糖尿病予防対策を重

点的に取り組みます。また、平成28年度の特定

健康診査の結果、20歳から39歳の受診者の４人

に１人がメタボリックシンドローム、またはそ

の予備軍と判定され、若い世代に生活習慣病予

備軍が多いことが懸念されます。」と述べられ、

スポーツ関係では、「市民ひとり１スポーツの

推進、成人の週１回以上のスポーツの実施率の

向上を掲げ、体を鍛えて健康で明るいまちづく

りを目指してきました。中略。スポーツへの関

心を高め、介護予防につながることから、花ス

ポの会員の拡大を支援するとともに、それによ

る安定した運営になるよう行政支援を行いま

す。」と述べています。 

 芸術文化関係では、「芸術・文化活動は、心

の疲れを癒やし、新たな活力を生み出します。

本市には最上川舟運をきっかけに、自然、歴史、

人々の生活やなりわいによって形成された貴重

な文化的景観があり、最上川上流域における長

井の町場景観を保存し、保護しながら市民が高

いレベルの芸術文化に触れ、心豊かな生活が送

れるよう、芸術文化拠点施設である市民文化会

館の環境整備を検討し、芸術文化の振興に努め

ます。」と述べています。 

 当市が切望していた最上川上流域における長

井の町場景観は、国の重要文化的景観に選定さ

れ、国が地域における人々の生活やなりわい、

風土を形成した景観を、特色のある重要な文化

財として認めるもので、東北では岩手県の遠野

市、一関市、山形県の大江町に次いで４番目、

全国では61件目とお聞きしています。今後、長

井の魅力を生かした観光と交流の手段として活

用されることを期待しています。 

 最初の質問ですが、芸術文化関係にかかわる

作品等の市への寄附採納がこれまで多くあった

と思います。また、これからも多くの寄附が行

われることと推察されます。寄附された作品等

については、公共施設に展示されたり保存され

たりしてると思います。歴史的に価値のあるも

のについては、図書館や文教の杜などに保存さ

れていることと思います。 

 昨日の五十嵐智洋議員の質問とも関係ありま

すが、今回、市庁舎初め図書館の建設、市民文

化会館の改修等、公共施設の整備が行われる予

定でありますが、それに合わせて、例えば現在

６カ所に分かれている部署が１つに集まった後、

市所有の建物を保管場所として活用するなど、

市に寄附された芸術文化関係にかかわる作品等

の保管場所についても検討すべきと考えますが、

市長の考えをお伺いします。 

 ２つ目の質問ですが、生活習慣病予防と市民

ひとり１スポーツの推進、成人の週１回以上の

スポーツ実施率の向上とは深くかかわりがある

と思います。特に気軽にできるウオーキング等

は、予防効果があるとお聞きしています。 
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 以前、長井市体育指導員、今のスポーツ推進

委員が中心となり、各地区公民館を拠点として

ウオーキングコースを設定し、数コースを表記

した看板を設置して活用を呼びかけたことがあ

りました。せっかく推進委員が苦労し、経費を

かけて設置したものを利用しながら、健康づく

りに役立てるのも一つの方法だと思います。ま

た、先ごろ開催された平昌オリンピックで話題

になったカーリングを、室内用、床の上ででき

るものとして改良されたカローリングなど、子

供から高齢者まで気軽にできるニュースポーツ

の普及も大切だと思います。 

 長井花のまちスポーツクラブや西根ときめき

スポーツクラブはもちろんのこと、各地区公民

館等と連携して取り組むことも必要だと思いま

す。成人の週１回以上のスポーツ実施率の現状

と今後の取り組みについて教育長にお伺いしま

す。 

 ３つ目の質問になります。芳文庫ギャラリー

の管理活用事業として、芳文庫ギャラリーにあ

る彫刻を、芸術文化によるまちなか活性化に生

かすべく、方策の検討を進めるとのことですが、

さまざまな分野から意見をお聞きすることにな

ると思います。ぜひ方策の検討を進める際には、

市内の多くの女性に参加していただき意見を聞

くべきだと考えます。 

 例えば、女性消防団員の加入に伴い、消防団

の雰囲気が明るくなったり、女性の目線で活動

の幅が広くなったり、大きな効果があらわれて

います。これからは女性が地域活性化の鍵を握

る時代だと思われます。芸術文化の世界では多

くの女性が活躍されていますが、市内の女性の

参加はまだ少ないと思います。市内にもさまざ

まな考えを持った女性が多くいると感じている

のは私たちだけでしょうか。教育長にお伺いし

ます。 

 なお、学校教育支援員関係の質問については、

一昨日の今泉春江議員、この後質問されます渡

部秀樹議員と重複する部分もありますが、ご理

解をお願いいたします。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おはようございます。 

 金子豊美議員のご質問にお答えいたします。 

 議員からは大きく、元気な人づくり戦略につ

いてのご提言をいただきました。私のほうから

２点ほど答弁をさせていただきます。 

 まず最初に、子供が健やかに育つ健康づくり

についてということで、議員のほうからは、学

校教育支援員の果たす役割について、今非常に

大きくなってるんじゃないかということで、山

大の三浦先生のスクリーニングの結果等々から、

教育現場、学校の先生方が大変忙しくて、今泉

議員、昨日ありましたように、先生方の時間外

なども非常にふえてるんじゃないかということ

でのご提言でございますが、学校教育支援員は、

現在小学校に９名、中学校に４名配置してござ

います。支援を必要とする児童生徒がふえてい

ることは、今、毎年毎年大変になるということ

から、支援員の増員や支援の方法も、そのケー

スが一人一人に応じた形になりますので、現場

のほうからは、やはり何としてももっとふやし

てほしいと、毎年増員を望む声が上がっており

まして、私どもも平成30年度の予算で、それぞ

れ小学校、中学校に増員の予算を計上させてい

ただいております。 

 やはり人的配置を補償することで手厚い支援

につなげなければならないと思っているところ

です。やはりこのもともとの原因は何にあるか

ということでございますが、私どもとしまして

は、今、核家族化が進んでおりまして、あるい

は祖父母なども、以前は同居していた場合は、

孫の教育についてもいろいろお手伝いしてもら

ってたんでしょうけども、なかなか核家族化で、

そういったところもできない、また、祖父母も
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忙しいという状況で、ますます子育て世帯とい

うのは、特にお母さんが悩みを抱えつつ、一部

鬱病になったりノイローゼになったりというよ

うなことが多々あるというふうに伺っています。 

 そんなことから、議員からありましたように、

私どもも西置賜では初めてでございますけれど

も、義務化されているんではありますが、いわ

ゆる子育て世代包括支援センターをいち早く設

置したと。それぞれの専門員、なかなか専門員

の確保も難しいんですけども、何とか確保する

ことができまして、「すまいるるーむ」を昨年

４月からオープンして、いろんな相談に応じて

いると。341件と１月まででございますんで、

９カ月で、10カ月ですか、それぐらいの相談が

あったということで、いち早く設置してよかっ

たなというふうに思っておりますが、やはりこ

れらを少しでも、対症療法だけじゃなくて、そ

の原因を突き詰めて、それらを解消していくと

いう取り組み、時間がかかりますけれども、こ

れが非常に重要だと思っております。 

 そのために、今年度、文部科学省の委託事業

などを受けまして、泡渕戦略監と教育委員会、

力を合わせまして早期国語教育、いわゆる寺子

屋事業などを行って、まず読み聞かせの効果と

いうことを東北大の川島先生にお願いして、川

島先生には一昨年にも講演などをいただきまし

たけれども、具体的に親子40組をお願いして、

脳の発達にどのような読み聞かせがいい影響が

あるかということを実証していただいています

し、また、元立命館大学の教授である陰山先生

からは、いわゆる音読とか百ます計算というこ

とで、それらも子供の脳の発達に非常にいい効

果があると。さまざまな、「きかせわっさ」と

いう絵本も、ことし、ついこないだ、子育て世

帯のほうにお渡しすることをしているわけでご

ざいますけれども、この早期国語教育等々のプ

ロジェクトというのは、思わぬいい効果が、実

は保護者にもあるんだなということがわかりま

した。読み聞かせを母親はしてくれる家庭は多

いと思うんですが、父親が読み聞かせをするこ

とによって、父親も子供に深い愛情をどんどん

どんどん深めていくんだそうですね。そういっ

たことの効果などがわかりました。 

 私どもは、もう11年前から３カ月児健診にブ

ックスタートしてます。ブックスタートってい

うのは、昔から言われてたのは、例えばいじめ

をする子供が少なくなる、あとは非常に感性、

あと、何というんでしょうかね、優しい子供、

そういった育成に役立つと言われていたんです

が、それがこれから読み聞かせとか音読とか、

あるいは百ます計算などで学力を上げるという

ことも含めて、そういったことを行っていくこ

とが、子供にとって発達障害を防ぐということ

やら、あと、何といっても親子の愛情をたっぷ

り、いわゆる就学前から受けている子供は、い

ろんな困難に立ち向かったとき、大人になって

からもそれを乗り越える力を養うことができる

んだというような、この間の子育てのフォーラ

ムのときの成果として先生方、おっしゃってい

ました。そういった意味で、こういったことも

あわせて私どもやってるんだということでござ

います。 

 あともう一つ、学校現場のほうで大変になっ

ているのは、実は山形県の市長会のほうで、私

ども長井市の教育委員会のほうから議案として

上げていただいたんですが、今の市立の私ども

の小・中学校というのは、教師について、ある

いは学校の事務員については県から派遣をして

いただいているわけですね。教師については、

これは文部科学省の支援の制度があるわけです

ね。ただ、学校事務員はないということではご

ざいますが、県のほうから派遣していただいて

いると。その学校事務員が、実は県のほうの職

員の、いわゆる一番今まで支えていた50代の方

たちがどんどん退職されて、新規の事務員の作

業が、ここ数年ですね、非常に多くなってると。
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私ども長井市内で、新規の卒業したばっかりの

事務員の方が１人でその学校で事務をしなきゃ

いけない、誰も教えてくれないと。校長先生も

教頭先生も忙しいですしね、実は大変混乱して

いる現状にございます。ベテランのほかの市内

の事務の方がいろいろ応援には来てくれるんで

すが、忙しい時期って同じなもんですから、非

常に混乱してると。 

 そういったところの支援をしてほしいという

ことを県のほうにもお願いしてるんですが、結

局、県のほうで対応できないと、なかなか。そ

うすると、また市でその事務の補助を、今度ま

た見つけなきゃいけないということで、実はこ

の学校教育支援員も、本来であれば国でちゃん

と手だてして、県のほうから派遣していただく

のが一番いいわけですよ。先生の円滑な授業、

あるいは学級経営のために応援する人が支援員

なわけですから、でもそれはなくて、我々現場

で、現場の市町村でやんなきゃいけないという

ことで、実はかなり大きな問題になっておりま

して、これらは私ども、県の市長会でも、何と

しても国に対して、あるいは県に対して、こう

いったことの要望をして、少なくとも市で設置

するにしても支援をしてほしいということをお

願いしておりますので、つけ加えておきたいと

いうふうに思います。 

 なお、やっぱり子供たち、あるいは学校の経

営、運営がスムーズにいくためには、学校の教

育支援員というのは非常に重要だと思っており

ますので、私ども最大限応じてまいりたいと思

いますが、でも、例えば４人、５人要望があっ

ても、何とか１人、２人でお願いしてるという

現状でございますんで、私どもも今後これら、

もう少し手厚い支援をしなきゃいけないという

ふうに思います。 

 私のほうの２点目の、公共施設整備で、現在

６カ所に分散してる部署を１つにまとめた後に、

市に寄附される芸術文化関係作品の保管、保存

場所として、市所有の建物の活用を検討すべき

でないかということのご提言でございます。 

 これは昨日の五十嵐議員のご質問でもお答え

申し上げましたけれども、改めて申し上げます

と、長井市に大変貴重な数多くのご寄附、芸術

作品などを頂戴しております。そういった作品

は、文教の杜を初め、小桜館や、一部、長井病

院の旧人工透析棟に保管しております。芸術文

化面だけではなく、市の各課の資料等も、長井

病院の旧透析棟に保管しているのが現状でござ

います。市の文書も、永久保存という文書、結

構あるんですね。とてもとてもこの市役所では、

きのうありましたように、職員の休憩所も今な

いんです。30年、40年は、まだいっぱいあった

んです。それが全ていろんな形で使わざるを得

ないということで、非常に厳しい状況です。 

 ２点目でございますが、歴史や文化等に関す

る各種資料は、こういったものは、何でしょう

か、病院のあいてるスペースに詰め込むなんて

いうことはなかなかできないわけですから、文

教の杜や図書館に保管してございます。 

 ３点目としましては、市役所の新庁舎が完成

すれば、教育委員会だけでなく、現在分散して

おります課も新庁舎１カ所で入所できるという

ものを目指しておりますので、市民にとっての

利便性も向上できるとともに、災害発生時にも

さらに的確かつ迅速な対応が可能になり、そう

いった資料等の保存なども、今よりは数段いい

状況で保管できると思ってます。 

 ４点目としては、教育委員会が現在使用して

いる教育庁舎、旧長井税務署の、私ども、財務

省から払い下げをしていただいたものでござい

ますけれども、芸術文化関係の作品の保管に使

えるというふうに思っています。あそこはやっ

ぱり旧税務署でも、さまざまな文書等々を保管

してましたんで、冷房とか空調がしっかりして

おりまして、そういった意味では、文教の杜と

か、なかなか保存状況がよくないものであった
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り、あるいは芸術作品等々については、作品の

保管庫として使いたいというふうに考えており

ますし、その作品を展示できる施設にも活用で

きるスペースがあるなというふうに考えている

ところでございます。 

 議員おっしゃるように、長井市に対しまして

は、これまで本当に多くの方々から貴重な芸術

文化に関する作品や資料等をご寄附いただいて

おります。ご寄附いただいた作品につきまして

は、文教の杜や店蔵ですね、いわゆる丸大扇屋

の部分でございますけども、母屋やみそ蔵、彫

塑館を初めといたしまして、小桜館や市立図書

館、繰り返しになりますけど、一部は長井病院

の旧透析棟に保管しております。長井病院の旧

人工透析棟には、そうした芸術文化に関係する

ものだけではなく、市の各課の資料等も保管し

ている状況でございます。 

 議員のご提案のとおり、市役所の新庁舎が完

成いたしますと、教育委員会だけでなく、現在

分散している課につきましても、新庁舎１カ所

に入所できることになりますので、繰り返しに

なりますけれども、市民の皆様の利便性と、万

が一の災害発生時に起きるさまざまな対応を迅

速にすることができ、なおかつ使わなくなった、

今まで使っていた市関係の場所も、そういった

ことで多目的に活用できるというふうに思って

おります。 

 あと、もう一つは、今、特に菊地隆知先生の

作品をたくさん市のほうにご寄附いただきまし

た。これらについて美術館を建ててほしいとい

う声などもございまして、これらについて美術

館を建てるというのはなかなか大変でございま

すので、例えば長井小学校の旧第一校舎の部分

であったり、ここに美術館の機能を持たせる、

あるいは停車場のギャラリーがございますけど

も、停車場ギャラリーはどういうふうにこれか

ら、運営している皆様と相談しながら、新しい

市役所がいいのか、ロビーとかギャラリー的な

ものを設けたいと思ってますので、あるいは長

井小学校のほうがいいのか、または文教の杜エ

リア、宮・小桜街区まちづくり協議会のほうに

も相談してますが、長井小学校とそちらを結ん

で、そこのエリアを長井の芸術文化のエリアと

して、空き店舗や空き家などを、昨日もありま

したように、国の支援をいただいて活用できる

ように改造できると、３分の１、国から支援い

ただけるわけですから、そういったことをしな

がら、東京オリパラのビヨンド2020というのが

あるんですが、文化プログラムでも、ぜひそう

いったことを生かしながら、市民や市外の方も、

ぜひそういったところで長井の芸術文化を鑑賞

していただいたり感じていただき、また、そこ

のエリアで、ある程度飲食、食事等が、お茶を

飲んだりとか、そういうふうなことで、まちな

かにお金が落ちるような、そういった仕組みな

ども考えていきたいと思いますし、特に若手芸

術家の皆さんの創作の場であったり、あるいは、

そういった作品等々を展示したり販売できる、

そんなスペースなどもできるんではないかとい

うふうなことで、地方創生の推進交付金を活用

しながら、そういった文化芸術のまちづくりに

進めていくような、そんな事業などを考えてい

るところでございます。ちょっと長くなりまし

たが、以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 私のほうには、大きく２つご

質問をいただきました。 

 まず、１点目の成人の週１回以上のスポーツ

実施率の現状と今後の取り組みについてという

ことでございますけれども、まず、長井市の成

人の週１回以上のスポーツの実施率についてで

ございますけれども、これは花スポ設立の検討

を行うために実施した平成23年度のデータが直

近のデータということになります。このデータ

によりますと、24.1％というふうになってござ

います。４人に１人弱といったところでござい
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ます。施策の成果目標としましては42％を目標

としてございますので、まだまだ工夫と努力を

していかなければならないというふうに認識し

ているところでございます。 

 それから、前回調査からも期間も大分経過し

てございますので、再調査も必要であるという

ふうに思います。 

 次に、議員からご提言のあったウオーキング

についてでございますけれども、ウオーキング

には、議員ご指摘のように、肥満防止や生活習

慣病予防等々のさまざまな効果があるというふ

うに言われております。長井市におきまして、

これも先ほど議員からご紹介がありましたが、

平成22年度に当時の長井市体育指導委員会、現

在の長井市スポーツ推進委員会が中心となりま

して、市内６地区にウオーキングのコースを設

置し、コース図等を全戸に配布して普及を図っ

てまいったところでございます。また、健康課

で行っております運動不足解消教室等にも資料

を配布しまして、周知に努めてまいったところ

でございます。ただ、活用につきましては、い

ま一つといったところが実情でございます。 

 それから、ニュースポーツにつきましても、

長井花のまちスポーツクラブでは、毎年９月に

ワンデーフェスタと称しまして、布製のフリス

ビーを使った、いわゆるドッジボールのような

形ですが、ドッジビーと言いますけども、そう

いう大会でありますとか、それから、リズミカ

ルなエクササイズといいますか、インナーマッ

スルを鍛えるのだそうですけども、ピラティス

というのが最近はやっているわけでございます

けども、そういったピラティスや、それから親

子バランスボールなどの体験コーナー、これを

通しまして、スポーツを始めるきっかけづくり

を行っているところでございます。 

 このような取り組みは行っているところでご

ざいますけども、今後は花スポ等と連携をしな

がら、先ほどのウオーキングコース、それから

最上川のフットパス、これを活用した定期的な

取り組みをぜひ実現してまいりたいと、考えて

まいりたいというふうに思っているところでご

ざいます。 

 また、ニュースポーツの普及、推進も含めま

して、各地区公民館、コミュニティセンター、

長井花のまちスポーツクラブ、それから西根と

きめきスポーツクラブなどとの情報交換や協働、

連携を一層密にしながら、スポーツ実施率の向

上を図り、健やかに生き生きと暮らせるまちづ

くり、そして心豊かで元気に活動できるまちづ

くりを目指してまいりたいというふうに考えて

いるところでございます。 

 次に、２点目の芳文庫ギャラリーの活用事業

等で、もっと女性の意見を取り入れたらどうか

と、いろんな考えを持った女性が多くいるので、

そういう女性の考えを取り入れていただきたい

というようなご提言でございました。 

 まず最初に、芳文庫ギャラリーについて若干

説明をさせていただきたいというふうに思いま

す。 

 芳文庫ギャラリーにつきましては、印刷業を

営んでおられました故、加藤嘉志朗さんが彫刻

作品を収集されて、旧自宅内を改修し、個人コ

レクションギャラリーとして公開に向けた準備

をされてこられたというふうにお聞きしている

ところでございます。しかしながら、平成26年

に残念ながらお亡くなりになられまして、その

遺志を受け継がれた奥様から、市にコレクショ

ンのほか建物、底地をご寄附いただいたもので

ございます。 

 ギャラリー内には作品70数点が保管されてご

ざいますけれども、公の施設としましては、特

殊建築物という扱いになりますことから、一般

公開をする施設とするには耐震診断や耐震補強、

さらには消防法による規制も受けることとなり

まして、現在は秋の芸術文化事業でありますま

ちめぐり美術館事業におきまして、事前予約を
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いただきながら限定的な内覧をさせていただい

ているというところでございます。 

 この事業に当たりましては、平成28年度から

文化生涯学習課に所属しております女性の地域

おこし協力隊に積極的にかかわっていただいて

おりまして、現在も寄附をいただいた作品の図

録作成に向けて、山形美術館の方を初めとしま

して、東北芸術工科大学関係者等々にご協力を

いただきながら、取り組みを進めているといっ

たところでございます。 

 議員からありましたように、市内には芸術文

化面で多くの女性の方々が活躍されております。

教育委員会、特に文化生涯学習課が担当してお

ります運営審議会等におきましての一例を申し

上げますと、長井市民文化会館運営審議会では

委員９名のうち３名の方が女性、それから図書

館協議会では８名のうち３名の方が女性、それ

から、28年度に開催をいたしました文化会館整

備方針検討委員会では10名のうちの６名の方が

女性ということで、女性の方に入っていただい

ております。 

 芳文庫ギャラリーの作品活用のほか、芸術文

化の振興につきまして、ぜひ今後も多くの女性

の方々からご意見を頂戴しまして、女性目線か

らのまちづくりということを、一層大切にして

取り組んでまいりたいというふうに思っている

ところでございます。 

○渋谷佐輔議長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 おはようございます。議員

のご質問にお答え申し上げたいと思います。 

 最初に、長井市子育て世代包括支援センター

ですが、若干市長の説明とダブる部分があるか

もしれませんが、お許しいただきたいと思って

います。 

 「すまいるるーむ」につきましては、子育て

世代のワンストップの窓口として、昨年の４月

に開設させていただきました。母子保健コーデ

ィネーターが妊娠から出産、子育てまでのあら

ゆる悩みや相談に応じ、医療、福祉、そして教

育機関とも連携しながら、地域全体で子育てを

支援していく役割を担っております。 

 現在、助産師や臨床心理士、言語聴覚士によ

る相談の場を設け、多様な子育てに関する相談

に応じ、より適切な支援ができるようにしてお

りまして、開設してから、ご案内のとおり、相

談件数が341ということになっておるようであ

ります。 

 具体的な支援内容でありますが、母子健康手

帳の交付から始まる母子保健コーディネーター

のサポート内容としましては、まず初めに、妊

娠期に、１つ目には、母子健康手帳交付時に子

育て支援プランを提案して、継続的にサポート

してます。具体的に言えば、例えば経済的に困

窮してる方であったり、相談相手がちょっとい

ないという方であったり、場合によっては病歴

を持っている方へのサポートということになっ

てくるかなというふうに思っています。 

 ２つ目には、妊娠からさまざまな相談に応じ、

心配事、不安を解消するアドバイスということ

になります。これはどちらかというとヘルスの

ほうが中心でありまして、ご案内のとおり、例

えばつわりがひどいであるとか、腹が張るであ

るとか、そういった部分のサポートをさせてい

ただいているというところであります。 

 次に、産後から子育て期でありますが、１つ

目には、産後、自宅訪問をしまして、赤ちゃん

の発育の様子やママの産後のケア等々について

のアドバイス。２つ目には、育児の悩みや不安

の相談への対応。そして３番目には、必要な情

報やサービスの提供を行っております。 

 具体的には、助産師による妊婦を対象にした

母乳、さらに育児相談や臨床心理士による乳幼

児を対象とした子育て支援相談、具体的には、

やっぱり発達支援を不安がられているママさん

への対応というようなことになろうかと思って

います。また、あと、言語聴覚士による２歳児
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からの年長児を対象にした言葉の相談、さらに

専門の相談員がサポートできる体制づくりに努

めておるというところであります。 

 最近、アパート住まい等々の核家族化、さら

に地域のつながりの希薄化に加え、母乳トラブ

ルは早期対応が必要なのに、産後１カ月程度で

の母子のみの外出が難しいということがござい

まして、保健センターでの定期的に相談できる

母乳、育児相談の受診者、９人中５名が訪問助

産師等を利用している現状にありますことから、

新年度、平成30年度におきましては、訪問によ

る母乳、育児相談を新たに実施いたしまして、

新生児期等の外出が困難な時期に、産婦に合わ

せた日程での訪問支援を受けることができるよ

うにしていきたいというふうに思っているとこ

ろであります。 

 また、希望者が多い言葉の相談でありますが、

これにつきましても、実施回数をふやして行い

まして、相談希望者が早期に相談できるという

ようにしていきたいというふうに思ってます。 

 以上が「すまいるるーむ」の30年度の事業展

開でありまして、こういったことをやっていく

とともに、関係各課が連携して、問題解決に取

り組んでおりますワンストップサービスの充実

も図っていきたいというふうに思っております。 

 それについてでございますが、事例としまし

ては、例えば問題を抱えている相談者に、１人

の担当者や１人の課で対応では不十分な場合が

多いということで、日ごろから子育て関連の部

署が情報共有や連携した事業の展開が必要であ

りまして、ワンストップサービスがそういった

形で展開することで、市民に寄り添った支援を

していければというふうに考えています。 

 現在、子育て支援にかかわる担当課が集まり

まして、ケース支援会議、定期的に月１回、場

合によっては緊急時には随時開催することによ

りまして、情報交換や問題点を共有し、支援計

画の作成や役割分担等を行いまして、相談者が

１つの課に相談すれば、ワンストップで支援し

ていくということができるのではないかという

ふうに思っております。 

 主な相談窓口は、先ほど申し上げました「す

まいるるーむ」でありますが、分散している医

療、福祉、教育機関のどの窓口に相談しても必

要な支援が提供でき、問題解決が図られるよう、

子育てコンシェルジュ、家庭児童相談員、母

子・父子自立支援相談員や母子保健コーディネ

ーターが関係各課との業務を研修しておりまし

て、場合によりましては、相談者が来庁された

課に関係課の担当者が集まって支援を行ってい

くというような対応を行っております。 

 なお、これまで子育て支援課の情報共有や連

携を重点的に行ってきましたが、既存の支援施

策だけでは難しい場面が出てきました。例えば、

年長から小学校入学の際に、子供自身や保護者

が抱える不安等の相談を受ける保育施設や学校

現場での課題も、平成30年度からは幼保小等連

携専門員、幼稚園、保育所、小学校という意味

ですが、幼保小等連携専門員を加えた形で体制

を整えまして、スムーズに就学等につなげられ

るものと思っております。 

 このような多面的な視点から、課題解決に向

けて関係課が連携し、ワンストップで行うサー

ビス等の整備や施策の構築に向けまして、引き

続き取り組んでいきたいというふうに思ってお

るところであります。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 答弁、どうもありがとう

ございました。 

 再質問を１つ、２つさせていただきたいと思

います。 

 まず、市長の答弁につきましては、大変いろ

いろな部分で、教育支援については段取りとい

うか、検討していただいているいうこと、よく

わかりました。やはり現場が一番大変なわけで

すけども、いろんな形で考えていただくという
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ことが一番大切ではないかなというふうに思い

ますので、今後も県の市長会等を通じて、国の

ほうに要望するなりご期待申し上げたいという

ふうに思っています。 

 寄附いただいた芸術作品というか、そういっ

たものについて、なかなか私も難しいなってい

うふうに思ってるんです。 

 例えば、消耗品とかお金を寄附いただいたと

いうようなんだと、使ってなくなったっていう

ふうなことになるわけですが、作品となると、

その辺に置いとくわけにもいかないし、やはり

展示して見ていただくために寄附するというこ

とだと思いますので、その辺、今後ともいろい

ろ大切にしながら、その場その場で検討してい

ただきながら、有効に活用していただければと

いうふうに思ってます。 

 恐らく、これから先も、いろんなそういった

作品が出てくると思いますので、その都度、作

品の展示場所等については、ご協議いただけれ

ばというふうに思ったところでありました。 

 教育長のほうにお伺いというか、お願いとい

うか、提案なんですが、先ほど定期的に健康、

スポーツ関係、行いたいっていうことがあった

わけですが、やはりチラシをばらまいただけで

はだめだと思うんです。いろんな組織に行って

声がけをする、誘う、そういった感じの取り組

みというか、そういう方法が一番大切ではない

かなというふうに私は考えているんですが、そ

の件についてお答えいただきたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 おっしゃるとおりだというふ

うに思います。チラシをまいて、こういうのが

あるよというところでは、ああそうかで終わっ

てしまって、じゃあ自分も行ってみようかとい

うことまでには至らないことが多いのではない

かなと。まあ、実際このウオーキングコース、

本当に苦労されて、私も全てのコースを歩いた

わけではございませんけれども、コース図をず

っと見せていただきますと、それぞれの地域で

公民館スタート、ゴールになっていたり、さま

ざま工夫されて、すばらしいコース設定がなっ

てるなと。また、そういう表示等もきちっとさ

れていたということでございますので、それを

やっぱり、議員おっしゃるとおり、生かさない

手はないと。そうしたときに、ただこういうの

ができましたよ、使ってくださいということで

は不十分だろうというふうに私も思います。 

 今考えておりますのは、生涯スポーツ課のほ

う、それから花スポのほうと話をしまして、何

とかそういう定期的なフットパス、それから、

あるいはウオーキングコース等を使って、今回

はこっち、今回はこっちというのを、やっぱり

情報として流しながら、しかもいろいろ誘って

いただきながら自由な形で、できるだけ料金か

からない形で安くしながら、ご参加いただける

ようなシステムができないかということで、今

検討しているところでございますので、いろん

な場で、チラシ配布だけじゃなくて、やっぱり

声がけして、ぜひ参加してみませんかというこ

とでやっていきたいというふうに考えておりま

す。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 ありがとうございました。 

 最後になりますけども、厚生参事に一言だけ

お伺いしたいと思います。 

 この場で、一般質問で厚生参事に質問するの

が恐らく最後になると、私が質問するのが最後

になるかと思いますので、お願いしたいと思い

ます。 

 今回、この「すまいるるーむ」つくるまでに、

さまざまなご苦労をなされたではないかなと。

初代厚生参事として今まで務められたわけです

が、その中で、苦労されたこと、それから今後

に期待したいことなどありましたらば、通告に

はありませんが、議長の許可を得て一言だけ感

想などをお聞きできればと思います。よろしく



 

―２３０― 

お願いします。 

○渋谷佐輔議長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 金子議員には大変過分なご

評価いただきまして、本当にありがとうござい

ます。残りわずかですが、頑張っていきたいと

思ってますんで、よろしくお願いします。 

 「すまいるるーむ」につきましては、その性

格として、国からも出されて、長井市としても

必要な部分であるということで、早期に市長か

らも指示いただいて、取り組まなくてはならな

いなというふうには思ってました。 

 やっぱり一番最初に大変だったのはスタッフ

の問題でありまして、今、医療現場、さらに福

祉現場もそうですが、看護師さん、ないしは保

健師さんを見つけるといいますか、それを来て

いただくには非常に今人がいないというところ

なので、その方に来ていただくのは本当に大変

だったと思っています。 

 これはもうご案内のとおり、病児保育につい

ても同じことだったなと思います。いろんなサ

ービスをするに予算も必要ですけど、今、マン

パワーがしっかりしてないと、継続的なサービ

スというのもできないんじゃないかなっていう

ふうに思ってます。 

 また、確かにマンパワーだけ考えれば、学校

を卒業した人でもいいんじゃないかって、こう

いう話もあるかもしれませんが、やはり子育て

っていうのは、今、私も答弁申し上げたように、

アパートでパパとママで暮らしているっていう

場面が多いようなんで、非常に心配事が多い方

がいらっしゃいますんで、ベテランの方が大変

必要なんじゃないかなということで、人を探す

には大変だったと思ってます。 

 この後、一つの形が出てきまして、また新た

に行政と、今度は学校現場を、学校現場と行政

も結ぶという形にできましたんで、かなりのス

ムーズな展開ができるし、いろいろな問題が複

雑化になってます。ぜひそういったものを、こ

の後、後輩職員にも解決していただきたいなと

いうふうに思っているところです。以上でござ

います。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 どうもありがとうござい

ました。 

 平成30年度の施政方針に基づいて、市の事業

が着々と進むことをご期待申し上げまして、ま

た、厚生参事の今後のご活躍も祈念しまして、

私の一般質問を終わりたいと思います。ありが

とうございました。 

 

 

 渡部秀樹議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位12番、議席番号７番、

渡部秀樹議員。 

  （７番渡部秀樹議員登壇） 

○７番 渡部秀樹議員 お疲れさまでございます。

緑風会の渡部秀樹です。よろしくお願いいたし

ます。 

 ようやく早春を迎え、大雪に見舞われました

本市におきましても、雪解けが進む季節を迎え

ております。市内を見渡しますと、農業施設へ

の大雪の被害が随所に出ており、今期の農業へ

の影響が心配であります。農業施設の早期復旧

をお祈りする次第であります。 

 また、今週末、土曜日であります３月10日は、

山形県公立高校入試が実施されます。市内の全

受験生が風邪など引かずに、最後の最後まで勉

強に励み、志望校に合格していただきたいもの

であります。あわせてお祈りいたします。 

 それでは、通告に従い一般質問をさせていた

だきます。質問は大きく２項目、少子化対策と

しての一貫した支援についてと、教育行政の現

状と今後について質問させていただきます。ま

た、一括質問にて質問させていただきますので、


